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忠岡町議会福祉文教常任委員会会議録 

 

日 時 令和６年３月２２日（月）午後１時００分開会 

場 所 委員会室 

 

１．出席委員 

   福祉文教常任委員会委員長   前川 和也 

       〃    副委員長  二家本英生 

       〃    委員    小島みゆき 

       〃    委員    三宅 良矢 

       〃    委員    尾﨑 孝子 

       〃    委員    河野 隆子 

   議長（オブザーバー）     北村  孝 

 

１．欠席委員 

   なし 

 

１．出席理事者 

  町  長        杉原 健士  副 町 長        井上 智宏 

  教 育 長        富本 正昭  町長公室長       立花 武彦 

  秘書人事課長      中定 昭博  財政課長        岩佐 式人 

  健康福祉部長      泉元 喜則  地域福祉課長      藤原 直臣 

  高齢介護課長      武藤 優子  保険課長        泉  亜希 

  健康こども課長     谷野 彰俊  教育部長        二重 幸生 

  教育部理事兼学校教育課長       教育みらい課長     森野 英三 

              石本 秀樹   

  学校教育課参事     三好 泰隆  学校教育課参事     村田 真隆 

 

１．本議会の職員 

  事務局長   柏原 憲一 

  主  査   酒井 宇紀 
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委員長（前川和也議員） 

  お疲れさまです。 

  先ほどの本会議に引き続いて、ただいまより福祉文教常任委員会を開会したいと思いま

す。 

（「午後１時００分」開会） 

 

委員長（前川和也議員） 

  なお、本日の会議は傍聴を許可しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

委員長（前川和也議員） 

  そして、本日の出席委員は、全員ですので、委員会は成立いたしております。 

 

委員長（前川和也議員） 

  開会に先立ちまして、町長よりご挨拶を頂きます。 

 

町長（杉原健士町長） 

  午前中に引き続きご苦労さんでございます。出している議案、いろいろ審議あると思い

ますけれども、慎重にご審議いただきまして、またご賛同いただきますようよろしくお願

いいたします。 

  以上です。 

委員長（前川和也議員） 

  先ほど開催されておりました本会議におきまして、本委員会に付託を受けました議案４

件の審査を行います。 

  それでは、これより議事に入りますので、議案書に基づき議事を進めてまいります。 

 

委員長（前川和也議員） 

  議案第２０号 忠岡町教育長の任命についてを、担当課より説明を求めます。 

教育みらい課（森野英三部長） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  森野課長。 

教育みらい課（森野英三部長） 

  それでは、議案書１ページお願いいたします。議案第２０号、忠岡町教育長の任命につ

いてご説明いたします。 

  本件は、忠岡町教育長を選任いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第
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４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。本町教育長、富本正昭

氏が令和６年３月３１日をもって退任することに伴い、後任として同年４月１日から谷野

栄二氏を任命いたしたく、議会の同意を求めるものでございます。 

  お手元の議案第２０号教育みらい課資料をご覧いただきますようお願いします。同氏

は、平成５年４月に忠岡町に採用され、建設課長、住民部長などの要職を歴任され、通算

３１年にわたる行政経験を有し、人格、識見ともに優れ、適任者と思われます。記載が漏

れております、すみません。任期は３年間でございまして、令和６年４月１日から令和９

年３月３１日までとなっております。 

  説明は以上でございます。ご賛同賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

  また、ここで教育長候補者の谷野氏より所信表明がございます。 

住民部（谷野栄二部長） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  谷野さん。 

住民部（谷野栄二部長） 

  忠岡町教育長の任命につきまして、皆様のご同意を頂くことができ、教育長に就任した

場合の所信を述べさせていただきます。 

  平成２７年に地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律が施行さ

れたのを受けまして、本町の教育行政について協議、調整をする場である忠岡町総合教育

会議が設置をされ、教育の目標や施策の根本的な方針となる忠岡町教育大綱が策定をされ

ております。この先は、その教育大綱を十分に踏まえるとともに、富本教育長が行ってこ

られた忠岡町の教育行政をしっかりと引き継ぎ、本町教育の充実・発展のため誠心誠意努

めてまいりたいと決意をしておりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

委員長（前川和也議員） 

  所信表明がございました。それでは、この所信表明に対してご質疑をお受けしたいと思

います。いかがでございましょうか。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  今、谷野さんですか、から所信表明をお聞きしましたけど、ちょっと所信表明に対して

でなくて、この議案に対しての質問になりますけれども。 

委員長（前川和也議員） 

  はい、どうぞ。 
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委員（河野隆子議員） 

  先ほどの本会議場でね、是枝議員からの質疑もありまして、富本教育長がなぜ再任でな

いのかと、再任されないのかということについては、町長からのご答弁があったところで

あります。 

  そこで、まず１つは、勝元議員が聞いておられましたけど、第４条のところね。私もち

ょっとそこから調べたわけなんですけども、この中で何点かね、この第４条の中に人格が

高潔でとか、教育行政に関し識見を有する者のうちからとか書いてあるんですけども、任

命は町長ですので、町長はこの中でどの部分が該当するであろうというふうに認識された

んでしょうか。 

町長（杉原健士町長） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  町長。 

町長（杉原健士町長） 

  教育行政に識見を有する者とその中にもありますように、教育委員会の事務局や教育委

員の経験を有する者に限るものではなくですね、行政の法規や組織のマネジメントに識見

があるなど教育行政を行う辺りの必要な資質を備えていれば、幅広く該当するものである

というところもありますので、その広く人材を求めるという意味で、本町の谷野君を我々

といたしましても人格的にも大丈夫やというところで任命させていただきました。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  幅広く見られて該当するという人材ですね、ちょっと私たちが好まない言葉なんですけ

ど、人材という言葉を今町長はお使いになられました。やはり教育行政と一般行政という

ものは違いますし、ちょっと気になったのが、町長の先ほどの議会の中でですね、組織全

体でやっていくと。ワンチームであってというところなんですけども、その教育行政、一

般行政は別々のものでありますけど、このワンチームという意味合いというものはどうい

った意味合いなんでしょうか。 

町長（杉原健士町長） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  町長。 

町長（杉原健士町長） 
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  周りには取り巻く職員さんもおりましょうし、教育委員の皆様もおりますので、教育全

般をしっかり皆さんで守っていくということでございます。 

  以上です。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  町長は選挙で選ばれた方でありますので、政治家であります。そういった政治家であっ

て、教育行政という中でですね、政治が介入するというところはしてはいけないというふ

うに考えております。町長はそこら辺はどういったこれから、協力ですね、協力はされて

いくんでしょうか。どういった意味合いがありますでしょうか。 

委員長（前川和也議員） 

  町長。 

町長（杉原健士町長） 

  組織としては全く違うものですから、外からしっかりと教育は教育、私は町を預かるも

のとして外から見てるという形でございます。意見そのもの自体は、教育委員会に対して

はできるものではないと認識しております。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  政治が介入するというか、行政が介入するというところは、やっぱり整備であったりと

かね。例えば教室にクーラーをつけたりであったりとか、そういった整備のところはもち

ろん協力もしていただきたいし、支えると、そういった意味では大事なことだというふう

に思うんですが、今、町長、介入するものではないと、口出しはしないといったことでお

っしゃいました。そこは間違いないでしょうか。もう一度確認でありますが。 

委員長（前川和也議員） 

  町長、求められておりますが。 

町長（杉原健士町長） 

  当然です、はい。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 
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  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  私たちの会派としてはですね、やはり教育長でありますから、教育者、富本教育長が忠

岡中学の校長先生されていて、初めて教育長になられたということで、教育者の方がなっ

たということで非常に良かったというふうに、その当時、私たちも感じました。やはり教

育者であるからこそ、子どもたちのね。今度の方が人格がどうとかいうのではなくてね、

やっぱり教育者である上に、今まで不登校であった子どもたちの適応指導教室を外部につ

くっていただいたりとか、こども園は公立で残していただいたり、そういったこともあっ

て、やはり教育者が教育長になるのがふさわしいのではないかというふうに思います。こ

れは意見でございますけど。そこら辺で、町長、最後に一言お願いしたいというふうに思

います。 

委員長（前川和也議員） 

  町長。 

町長（杉原健士町長） 

  繰り返しの答弁になりますけれども、組織である以上、我々今回はですね、人格、特に

谷野さんを私自身はやっぱり組織マネジメントもあるということで、こういうふうに議案

を提出させていただきました。 

  以上です。 

委員長（前川和也議員） 

  他にいかがでございましょうか。 

委員（二家本英生議員） 

  はい。 

委員長（前川和也議員） 

  副委員長。 

委員（二家本英生議員） 

  １点だけ確認したいところがあるんですけども、教育長の任命ということで、この３月

の議会ぎりぎりに教育長の任命の議案が上がってきた、その理由について教えていただき

たいと思います。 

委員長（前川和也議員） 

  求められておりますが、町長。 

町長（杉原健士町長） 

  ぎりぎりというか、いつもこういうときの３月議会だと認識してますが。 

委員長（前川和也議員） 

  副委員長。 

委員（二家本英生議員） 
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  ３月議会のこの時期と言うんですけど、それであれば、もっと３月議会の一番最初の段

階で議案として上げていただいてというのもあるんですけども。 

  あと、やっぱり教育長って、教育行政に関して一番大事なとこなので、今回、現在の富

本教育長のほうが退任されるということで話があったということなんですけども、それが

いつ頃、話があって、その後任の方の選任についてどれぐらいの期間を設けて探してた

か、その確認をお願いしたいんですけども。 

委員長（前川和也議員） 

  町長。 

町長（杉原健士町長） 

  退任、記憶に残っているところでは、口頭ではございますけれども、年をまたいで去年

の秋頃だったかなと記憶しているところではございます。その辺から、今３月の人事に向

けてですね、絶えず考えながら絞り込んでいったということでございます。 

委員長（前川和也議員） 

  副委員長。 

委員（二家本英生議員） 

  そうしますと、昨年の秋ぐらいからということで、その後任について、やっぱり先ほど

河野委員もおっしゃってるとおり、教育関係者が一番適任ではないかと思うんですけど

も、そういった方も中心にして当初は探してらっしゃったんですか。 

委員長（前川和也議員） 

  町長。 

町長（杉原健士町長） 

  いろいろ各方面から考えておりました。 

委員長（前川和也議員） 

  他にいかがでしょうか。三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

  町長にお伺いいたします。町長の教育行政についての見識を、今回の人選と踏まえて教

えていただきたいと思いますが、よろしくお願いいたします。 

委員長（前川和也議員） 

  町長。 

町長（杉原健士町長） 

  それは当然のことでございます。教育というものはですね、しっかりと、行政だけでで

きることではございません。いろんなところがありますので、いろいろな角度からしっか

りとした見識の中で、子どもの学びの支援、家庭の、地域のこと、いろいろありますけれ

ども、全てのことで今、学校教育だけじゃなしに、就学前教育、いろんな問題に関しまし

て、いろんなところでやっていただかなければならない。また、これから少子・高齢化に
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おいても非常に重要なポイントであるというのは認識しておるところでございます。 

委員長（前川和也議員） 

  三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

  すみません、ちょっとあまり伝わってこなかったので。教育部局にちょっとお伺いいた

しますが、今回谷野氏が、この推薦するに当たって、ある程度谷野氏のこれまでの教育並

びに例えば児童福祉の部分でもいいとは思うんですが、実践としてどのようなことをなさ

れてきたのか。公的な、いわばパブリックな部分とちょっとプライベートな部分にも分け

てあれば、教えていただきたいと思いますが、具体的にあれば教えていただきたいと思い

ますが、よろしくお願いいたします。 

委員長（前川和也議員） 

  二重部長。 

教育部（二重幸生部長） 

  谷野氏が、ごめんなさい、もう１回ちょっと。 

委員（三宅良矢議員） 

  はい。 

委員長（前川和也議員） 

  三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

  例えばですけど、公的な部分で言えば、福祉の子どもの関係で関係したとか、すみませ

ん、公的な職務として何らか関わってきたのかというところと、そしてあと私的に、例え

ばですけど、自分の子どもがおって、ＰＴＡの会長をやってたとか、例えば自分の子ども

が、よくあるのが障がいを持ってて差別されてきたので、そこに対してこうなんだという

その思いというか、原点というか、そういうものを強く何か訴えかける何かというのが僕

は必要やと思うんですが、何かそのような実践をお持ちなのかどうかというところをお聞

きしたいと思って質問しました。 

教育部（二重幸生部長） 

  はい。 

委員長（前川和也議員） 

  部長。 

教育部（二重幸生部長） 

  すみません、ちょっとその辺りに関しましては、私どもは把握できておりませんので、

申し訳ないんですが、答弁はできかねますので、よろしくお願いします。 

委員長（前川和也議員） 

  三宅委員、その点は候補者本人から答弁を。 
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委員（三宅良矢議員） 

  今聞いても。はい。 

委員長（前川和也議員） 

  谷野予定者。 

住民部（谷野栄二部長） 

  すみません、お許しいただきましたので、少しお話をさせていただきたいと思います。 

  まず、私的な面につきましてですけども、私も忠岡町で長く暮らしてまいりまして、ま

ず私の個人的なことではございますけども、私の子ども２人がまず忠岡保育所にお世話に

なっておりまして、たしか１０年以上ですかね、忠岡町のつぼみの会という父兄の会の役

員もさせていただきました。そこで、職員の皆様とも私的な方面からのつながりも多くあ

り、地域の行事ですね、つぼみの会としての行事にも積極的に携わってきたという経験が

ございます。 

  次、小学校に上がりまして、これもＰＴＡ活動にも一応役員として何年か携わりまし

て、これは父兄という立場で学校教職員の皆様と意見交換をしたりですね、学校施設の点

検をしたりといったような活動もしてまいりました。 

  その後、中学校に入りましてからは少年団ですね。少年団はいろいろな祭り関係もあり

ますし、少年団独自の活動もあります。そうしたところにも役員として携わってまいりま

したので、忠岡町のこの教育行政というものは、私自身よく理解をしているつもりでござ

います。 

  それと、一方ですね、行政面に関しましては、私は平成５年に入庁いたしましたけど

も、組織が小さかったので、建設課に所属はしておりましたけども、入庁直後から教育施

設の整備に携わってまいりました。多くの改修また新設を行ってきております。 

  中でも印象に残っておりますのは、Ｏ－１５７で食中毒被害が出たときに、本町の忠岡

小学校、東忠岡小学校、こちらの給食室の改修に保健所に行ったりとかして携わったこと

が思い出されますし、阪神・淡路大震災を受けまして耐震化事業ですね。本町も昭和５６

年以前の旧耐震の建物が多くございましたので、子どもたちの生命、また町の財産を守る

ためにですね、そうした耐震事業であったりとか、そうした事業に携わってまいりまし

た。 

  また、直近ではですね、途中からでありましたけども、町民運動場ですね。ここも教育

施設になります。ここも途中からですが、改修事業、設計を初め携わってきたところもご

ざいます。 

  ですから、教育自身をしたことはありませんけども、教育者ではありませんが、教育行

政という面に関しましては、一定長い期間携わってきたというところで、一定理解もして

るつもりですし、一定の実績もあるというふうには思っておるところでございます。 

委員長（前川和也議員） 
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  他にいかがでしょうか。尾﨑委員、どうぞ。 

委員（尾﨑孝子議員） 

  すみません、谷野さんでよろしいんですかね。今後、教育畑ではないそうですが、教育

長としてこれから３年間携わっていく場合、どのような思いで携わっていかれますでしょ

うか、お聞かせください。 

住民部（谷野栄二部長） 

  委員長、すみません。 

委員長（前川和也議員） 

  谷野候補者。 

住民部（谷野栄二部長） 

  今、教育委員会制度につきましては、お話を伺いましてから猛勉強しております。ま

ず、地方教育行政の組織及び運営に関する法律ということを今勉強しているところでござ

いまして、まず教育委員会は、地方自治法第１８０条の５に基づき設置された、首長から

独立した地位、権限を有する行政委員会、そしてその趣旨には政治的中立性や継続性、安

定性を確保すること、また地域住民の意向を反映することが含まれておるというところも

ですね、今ちょっと学んでいるところでございます。 

  就任をして、まず行っていくのは、今まで富本教育長が先進的な教育の取組もなされて

きておりますし、まずはそれをしっかりと引き継ぐこと。そして、それを自分なりに分析

をしながら前に進めていけたらいいなというふうには思っているところでございます。 

  もう１点は、今までこれまでも議会の中でいろいろ議論されておりますけども、事業系

ですね。来年度は屋内運動場の空調の事業もございます。また、防犯カメラ等の事業もご

ざいます。そうしたところも、これまでの経験を生かしながら、しっかりと住民、生徒の

ためになるような施設づくりというものには一定関わって取り組んでまいりたいというふ

うに思っているところでございます。 

委員長（前川和也議員） 

  尾﨑委員。 

委員（尾﨑孝子議員） 

  ありがとうございます。すごく今勉強されているということで、熱心に考えられてると

いうことで、いいことだと思うんですけれども、私も親として教育委員会にはお世話にな

っておりました。できれば、現場ですね、教育者としての考え方ではなくて、現場の人に

どれだけ目を向けていただけるか。私はそれを期待したいんですが、町長がチームとして

一丸となってという言葉があったと思うんですが、それは教育委員会の方が行政とは別

で、別のものですものね、教育委員会は。独立してるもので、その独立した教育委員会の

メンバーの中でチーム一丸となってやっていただけると私は思ったんですが、それはいか

がでしょうか。 
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委員長（前川和也議員） 

  町長。 

町長（杉原健士町長） 

  当然そういうことでございます。 

委員長（前川和也議員） 

  尾﨑委員。 

委員（尾﨑孝子議員） 

  聞かせていただいてありがとうございます。 

  谷野さんにちょっとお聞かせいただきたいんですが、教育者としてこれから頑張ってい

かれると思うんですが、周りの人にも助けてもらうというんですか、チームとして頑張っ

ていっていただけるか、ちょっと私は期待してるんですけど、そちらのほうはいかがでし

ょうか。 

委員長（前川和也議員） 

  谷野予定者。 

住民部（谷野栄二部長） 

  一応教育長としての立場もあろうかと思いますけども、先ほど言いましたように、私、

保育所の時代から学校ＰＴＡであったりとか、そういう地域活動にも参加した経験もござ

いますし、多くの友人、知人もおられます。そうしたところの声も聞きながら、この教育

行政に反映、また生かしていけるところがあればというふうに思っておりますので、それ

につきましても今後研さんして進めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。 

委員長（前川和也議員） 

  尾﨑委員。 

委員（尾﨑孝子議員） 

  ありがとうございます。期待しておりますので、よろしくお願いいたします。 

委員長（前川和也議員） 

  他にいかがでございましょうか。三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

  谷野氏にお伺いいたします。教育長として教育の問題ですね。今、町内での、まあまあ

町内だけじゃなく日本の問題とも言えるとは思うんですが、それをどう考えて、どう向き

合っていこうと。要は現場を束ねて、目を配って、そういう責務を負うわけですね。そこ

についてのお考えとかを、できたら資料を見ずに、今、思いのほうをしっかりとこっちへ

向かって言っていただけたらうれしいなと思うんですけど。 

委員長（前川和也議員） 

  谷野候補者。 

住民部（谷野栄二部長） 
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  まずは、総合教育会議ですね。平成２７年度に新しい新教育委員会制度ができまして、

新しい教育委員会の制度の在り方というものがスタートしたわけでございますけども、こ

れは教育を担う教育委員会、また予算等の権限を持つ首長部局、そこが話し合って、忠岡

町の子どもたち、児童のために良い方向性を導き出していく、そうしたものを話し合う会

議なんですが、こうした機会を利用しながらですね、町長はワンチームとおっしゃいまし

たけども、忠岡町として教育のあるべき姿、こういったものを追求していけたらなという

ふうには思っているところでございます。 

委員長（前川和也議員） 

  三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

  ちょっと抽象的過ぎて、具体的にこういう課題を、忠岡だからこう解決していかないと

いけないよね、だから僕は教育長としてこのように取り組んで、町をこう変えていってい

ただけるんだという強いリーダーシップというか、その辺りをもう少し具体的に教えてい

ただきたいなと思うんですが。 

委員長（前川和也議員） 

  谷野候補者。 

住民部（谷野栄二部長） 

  一応、今現在ある課題であったりとか、取り組まれてる内容につきましては、一定説明

は私、聞かせていただいておるんですが、それをですね、その施策推進するところまでま

だ正直至っておらないところでありますので、皆様にご同意いただけた後、教育長になっ

たということで、そこからそうした今後の課題であったりとか政策であったりとか、そう

いうところは調査研究してまいりたいというふうに考えております。 

  申し訳ないですけど、現時点では、ある課題についてこうしようという思いは、そこま

ではちょっとまだ持ち合わせてないというところで、ご理解お願いいたします。 

委員長（前川和也議員） 

  三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

  あとは、今回同意する、仮にしたとして、選ばれたとして、一番伝えないといけないの

は、僕は住民の方にやと思うんです。住民の方に対するアピールポイントとして、町とし

ては、全体なのか個別か、どういう形か分かんないですけど、どのようにアピールポイン

トを考えておられますか。 

委員長（前川和也議員） 

  谷野候補者。 

住民部（谷野栄二部長） 

  私は、これまで行政を推進する基礎となる計画であったりとか事業であったりとか、そ



13 

 

ういうものに多く携わってまいりました。そうした計画とか事業を進めるその手法であっ

たりとか、進める推進力ですね、これにつきましては一定経験を持ち合わせておるという

ふうに思っております。その経験というものは、この教育委員会においても活かしていけ

るのではないかというふうにも思っているところでございます。 

  ですから、今どういった課題があるのか、どういった目標があるのか、そこのところは

今後早急に把握をしながら、そうしたものをしっかりと計画をつくって、議員の皆様とも

相談をさせていただきながら前に進めていくといいますかね、そうしたところを考えてい

るところでございます。 

委員長（前川和也議員） 

  三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

  あと、先ほど二家本委員が質問された中で、令和５年の秋頃に富本教育長が、今回、強

い申し出があったということをお聞きして、それから谷野氏がこの話を頂いたのは大体い

つ頃やったんですか。 

委員長（前川和也議員） 

  谷野候補者。 

住民部（谷野栄二部長） 

  ちょっと私からは申し上げにくいんですけども、年末年始であったかというふうに思い

ます。 

委員（三宅良矢議員） 

  結構です。以上です。 

委員長（前川和也議員） 

  他にいかがでしょうか。 

（進行を二家本副委員長と交代） 

副委員長（二家本英生議員） 

  委員長から質問があるので、委員長職を代わります。前川委員長。 

委員（前川和也議員） 

  もう委員からは出尽くしたようなので、最後に私、聞かさせていただきたいと思いま

す。 

  確かに教育行政というのは一般行政と違って、中立性でありますとか独立性であるとい

うところが求められるというところで、これを重んじるがばかりにですね、閉鎖的に陥り

やすいと。「教育村」というような表現でたびたびなされますけども、そういった部分も

ありますので、決して教育畑を歩んでおられない方、教育畑ではない方がそこに行かれる

ということは、新しい風を入れるというか、血を入れるというか、そういう意味でも大事

かなというふうに思ってます。 
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  現教育長の富本教育長におかれましてはですね、そういう閉鎖的にならないように非常

にバランス感覚を持って教育行政を執行されていたというふうには認識をしておりますけ

ども、日本全体の問題としてですね、教育行政は閉鎖的に陥りやすいというところがまず

１つ挙げられます。その点で、まさにこの資料を見ますと、技術畑ですよね。技術畑、ほ

んとに建築分野を歩まれてる谷野さんがそういったことにチャレンジされると、挑戦され

るということは、非常にそういう部分も意味はあるのかなというふうに思っております。 

  で、地教法のお話も出ておりました。新教育長ですね、新教育長の任命等というところ

について、町長の冒頭の答弁でもあったかと思います。教育長は教育行政に識見を有する

者のうちから任命するというふうにありますけども、この新しい地教法が運営されるに当

たってですね、留意事項として文科省より通達が出ております。 

  その内容は、任命することに当たり、教育委員会の事務局とか教職員の経験があるに限

らず、行政法規や組織マネジメントに識見があるなど教育行政を行うに当たり必要な資質

を備えていれば幅広く該当するということが文科省より通達されております。まさにこの

部分が該当するのかなというふうにも思っております。 

  で、私がお伺いしたいのは、谷野候補者がこれまでの教育以外の分野を歩んでこられ

て、技術畑というところで、そこで培った経験なり知識をどういうふうに教育行政に生か

していくのかと、どういうふうに教育行政をマネジメントしていくのかという点について

お伺いしたいというふうに思います。 

副委員長（二家本英生議員） 

  谷野さん。 

住民部（谷野栄二部長） 

  これまでもちょっと答弁させていただきましたけども、課題であったりとか目標であっ

たりとかというところは、これまで富本教育長が行われてきた、まずは本町の教育行政と

いうものをしっかりと引き継ぎ、前に進めていくというところが、まず大事かと思いま

す。 

  その中で、これまで行政計画ですね、それから行政の事業、そうしたもののプランを立

てたりとか、いろんな方のご意見を聞きながら取りまとめてきた、そうしたような事業を

進めていくような、そうした経験を生かしていきながら、それが本町の教育行政の発展に

つながればいいなというふうには思っているところでございます。 

委員（前川和也議員） 

  はい。 

副委員長（二家本英生議員） 

  前川委員長。 

委員（前川和也議員） 

  まさにですね、そういう今の富本教育長からそういった部分をご指導いただきながら、
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そしてまたパイプについてもお話があったと思いますが、パイプもやはり長年かけて富本

教育長も築かれた部分もあると思いますんで、そういったパイプの部分についても引き継

ぎでありますとか、また託してもらえるようにですね、谷野予定者におかれましても積極

的にパイプの構築において努力していっていただきたいなというふうに思いまして、私か

らの質疑とさせていただきます。終了とさせていただきます。 

副委員長（二家本英生議員） 

  前川委員長の質疑が終わりましたので、委員長職を代わります。 

（進行を前川委員長に戻す） 

委員長（前川和也議員） 

  質疑はいかがでしょうか。 

（な  し） 

委員長（前川和也議員） 

  ないようですので、質疑を終結いたします。 

  続きまして、討論を行います。討論はありますでしょうか。 

委員（三宅良矢議員） 

  委員長、休憩。 

委員長（前川和也議員） 

  休憩動議が上がりましたけども、どうでしょうか、皆さん。いいですか。 

  では、再開は４５分で再開いたします。一旦休憩です。 

（「午後１時３５分」休憩） 

 

委員長（前川和也議員） 

  それでは、再開いたします。 

（「午後１時４５分」再開） 

 

委員長（前川和也議員） 

  討論を行います。討論はありますでしょうか。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  反対討論ですね。 

委員（河野隆子議員） 

  はい。 

委員長（前川和也議員） 

  はい、どうぞ、河野委員。 
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委員（河野隆子議員） 

  この議案２０号、忠岡町教育長の任命についてでありますが、先ほど質問もさせていた

だいたところでありますけれども、教育長というのは教育行政のトップでありまして、や

はり教育者の経験を積んでこられた方が適任であり、ふさわしいというふうに考えます。

先ほど町長からの答弁でも、ワンチームということで私が質問させていただいたところ

で、教育委員会などに自分の意見を言うようなことはないというふうにはおっしゃってお

りましたけれども、やはり教育者の経験を積んだ方がトップになられるということで、や

はりそういった一般行政の介入とか、そういうことがないようにとできるのではないかと

いうふうに思います。 

  そういったことで教育行政の独立性が保てるものというふうに考えておりますので、こ

の議案に関しては反対をさせていただきます。 

委員長（前川和也議員） 

  次に、賛成討論はありますでしょうか。尾﨑委員。 

委員（尾﨑孝子議員） 

  はい。賛成のほうで言わせていただきます。 

  谷野さんとお話をさせていただき、マネジメントができるという経験がおありというこ

とと、地元で長らく子どもたち、親御さんと接した経験があるということ、そういうこと

から、教育経験者の方とはまた違う目線で私たち親や子どもたちのことを見ていただける

と思いますので、教育の経験者の方でなければならないということはないと思います。谷

野さんの人柄というか、お話をされてるのを、今日はちょっと緊張されてるようなのであ

れなんですけども、ふだんのお話を聞かれてたら、すごく熱い思いがある方やと思います

ので、ぜひ教育長として期待しておりますので、私の賛成討論の言葉にさせていただきま

す。 

委員長（前川和也議員） 

  他に討論はございませんでしょうか。反対討論。はい。 

委員（三宅良矢議員） 

  無所属の会、三宅良矢、反対討論をさせていただきます。 

  大きなポイントは、今、委員会の中におきまして、要は教育に対する認識、思いです

ね、ハード面的なところは伝わってきます。整備の実績等は伝わってきますが、どうして

もそのソフトですね。対子ども、対教師、対地域等に対する思いなり、その心から危機感

ですね。そういったものがなかなか言葉で伝わってこず、最終的にやはり大きな反対する

ポイントになったのが、話があったのが、この年末年始頃と。それから約２か月半あった

のに、教育についてまだ勉強中ですと。施策についてはこれからまだ考えていきますとい

うような中、そのような形でやはりここに臨みはったというのが、どうしてもそこが得心

全くいかないので、厳しいことを言わせていただきますが、そのような理由で反対させて
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いただきます。 

  以上です。 

委員長（前川和也議員） 

  次に、賛成討論はありますでしょうか。小島委員。 

委員（小島みゆき議員） 

  私、谷野さんはこれまで職務に対して真摯に向き合われていたんじゃないかなというふ

うに思っております。私自身も住民さんのご相談でちょっとお尋ねしたときも、その場で

アドバイスも頂いてたんですけども、現場に見に行っていただいて、またこういうふうに

したらいいよということもアドバイスを頂いたり、それはすぐにおっしゃってたんじゃな

くて、後から聞いたら、現場も見に行ってくれてたということもあったんですね。そうい

うことからも、教育長という立場は今までとはまた違う立場ではあると思うんですが、ま

たこれまで同様に、そういうふうに真面目に向かわれていくんじゃないかなというふうに

思っております。 

  新たな立場ではありますが、全てはこれからというふうに私は思っております。今まで

同様に真面目にしていただいて、またしっかりと子どものために、子どもの立場に立っ

て、子どもを一番に考えていただいて、独りよがりではなく、いろんな意見もしっかりと

耳を傾けていただけることも要望して、賛成の立場で討論させていただきます。 

委員長（前川和也議員） 

  他にありませんでしょうか。 

（な  し） 

委員長（前川和也議員） 

  なきようですので、討論を終結いたします。 

  賛成討論、反対討論ありましたので、起立により採決を行います。 

  議案第２０号 忠岡町教育長の任命について、原案のとおり可決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

（起立少数） 

委員長（前川和也議員） 

  起立少数です。 

  よって、議案第２０号は否決されました。 

 

委員長（前川和也議員） 

  続きまして、議案第２３号 忠岡町子ども医療費の助成に関する条例の一部改正につい

てを、担当課より説明を求めます。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

  委員長。 
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委員長（前川和也議員） 

  谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

  議案書の１１ページをお願いいたします。議案第２３号、忠岡町子ども医療費の助成に

関する条例の一部改正について、ご説明させていただきます。お手元にご配布しておりま

す資料番号議案第２３号健康こども課資料１、忠岡町子ども医療費の助成に関する条例の

一部改正についてをご覧ください。 

  本件は、大阪府において大阪府福祉医療費助成制度の再構築について平成３０年４月１

日に施行された際、大阪府が市町村に対し補助金の交付を目的とした大阪府市町村乳幼児

医療費助成事業費補助金交付要綱の改正がなされました。その際、町の子ども医療費の助

成に関する条例を平成３０年４月１日施行に向け一部改正を行いましたが、町の独自施策

である子ども医療費助成に係る入院時食事療養費について誤って助成の範囲から削除した

ため、今回、本来の姿に戻すため改正を行うものです。 

  改正の内容につきましては、第１条の２、用語の定義において、第３号に医療費の助成

内容について記載をしておりますが、医療費の助成対象として入院時食事療養費を加える

ものでございます。 

  今回の条例を改正することにつきまして、平成２９年９月議会において誤った内容で議

員皆様に議決を頂いたこと、また現在に至るまで欠落を見落としていた点につきまして、

深く反省しております。申し訳ございませんでした。 

  改正による影響でございますが、平成３０年４月１日以降、条例の規定上、入院時食事

療養費について助成の範囲から欠落しておりましたが、本来助成すべき対象者に助成を行

っており、住民に対し不利益があったものではございませんので、影響はございません。 

  施行期日につきましては、公布の日から施行するものであります。 

  お手元にご配布しております資料番号議案第２３号健康こども課資料２、忠岡町子ども

医療費の助成に関する条例新旧対照表を添付しておりますので、後ほどご高覧ください。 

  説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

委員長（前川和也議員） 

  説明は、以上のとおりです。 

  ご質疑をお受けいたします。三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

  １点お聞きします。先ほどの説明の中で誤って削除したというお言葉やったんですけ

ど、それは具体的にどういう流れで削除してしまったのかということを教えていただけま

すか。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

  委員長。 
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委員長（前川和也議員） 

  谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

  この平成３０年４月１日に条例改正をするときに、府の補助金の交付要綱の中で、それ

に倣って条例改正を行いましたが、まず助成対象になるものが、訪問看護ステーションを

行う訪問看護の部分が、その当時助成対象になりました。逆に、助成対象から外れた部分

について、精神病床の入院の部分が助成対象になりました。この２つを加えて、１つを対

象外にする条例改正を行う際に、入院時食事療養費の規定の部分につきまして削除してし

まったという流れでございます。 

委員長（前川和也議員） 

  三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

  勘違いして、もうこれはなくなるものやと思って削除してしまったということですね。

たまたま何か技術的に消してしまったとか、そういうわけではないということですか。 

委員長（前川和也議員） 

  谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

  この改正をする際に、本来残しておくべきもののところを削除してしまったという、誤

って削除してしまったというところでございます。 

委員長（前川和也議員） 

  他に、いかがでしょうか。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  今の三宅委員の、ちょっと続きなんですが、その削除をしてしまったというところで、

本来残さなければいけないものを、なくなるものであろうとして削除したんじゃなくて、

全くそれをしないで、どうやって削除されたのか、ちょっとそこのところがよく認識が分

からないですけど、もう一度説明お願いできますか。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 
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  その当時の条文改正する際の事務処理的なことはあれですけども、もともとこの大阪府

の補助金の助成要綱につきましては、大阪府は市町村に対して、この乳幼児食事療養費と

いうのは、助成はもともとしてはらないというところがございます。で、ここは市町村で

単費でやってるところでございまして、もともと大阪府が助成対象でないというところが

ございますので、そこをそれに倣って同じようにしてしまったのかなという。推測でしか

ちょっとあれですけど、もともと大阪府は持ってない補助金になりますので、そこを本町

はもともとから単費で助成をしてきたというところですので。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  そうしましたら、町独自でね、これはやっておられるというところで、府の福祉医療の

改正、改悪があったときに、誤って削除してしまったと。ということは、簡単に言うと人

的ミスということでよろしいんでしょうか。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

  そのとおりでございます。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  そうしましたら、ただ、その後も対象者にはこの入院時食事療養費はずっと出しておら

れたというところで、対象者に影響はないと、住民に不利益がなかったということであり

ますけれども、この条例になかったのにこれを出していたというところで、何を根拠で支

給をしていたのかというところなんですが、それについてはいかがでしようか。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 
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  本来、助成につきましては条例に基づいて行うところでありますが、今回、規定がない

中で助成をこれまでしてきたというところでございます。形式的にはそういうふうになる

と思われます。ただし、実質的には本来町として予算計上も行っておりますし、また広報

におきましてもその当時、３月、４月におきましてはこの２つの、医療費助成の部分につ

いては変更になるという中で、入院時食事療養費につきましては入院の部分では助成して

いくという形をしておりますので、実質的には助成するということをもともと決めていた

ところでございますので、実質的には損害がないというところでございます。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  当時、谷野課長はそこの担当ではなかったから、その当時のこと分からないというふう

には思うんですけれども、やはりこういったミスはあってはならないものだというふうに

は思いますが、住民の不利益にならなかったというところはよかったんですけれども、や

はり当時の担当者に聞くなり、内部でのミスの原因とか原因の究明とか、そういったこと

は必要ではないかというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

  当然、担当の者にも確認はしてるんですけども、恐らく当時は、先ほどもご説明させて

いただいたように、大阪府には助成の部分ということではここは載ってなかったと、助成

の対象ではなかったというところを、ちょっとそのまま、同じような形で処理してしまっ

たというところになってくるのかなということでございます。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  今後こういったことがないように、やはり条例を付け足したり削ったりするのは、何人

かの職員さん、部課長さんとかがずっと目を通していかれるわけですし、判こも押される

か、ちょっとそこは私、分からないですけど、目も通され、数人の方が目も通していかれ

ると思いますので、今後はこういったことのないように気をつけていただきたいというふ
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うに思います。 

  以上です。もし一言あれば。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

  今後このようなことがないように注意して事務処理してまいりますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

委員長（前川和也議員） 

  他に、質疑はありますでしょうか。 

委員（二家本英生議員） 

  はい。 

委員長（前川和也議員） 

  副委員長。 

委員（二家本英生議員） 

  すみません。話を伺うとやっぱりその当時、条例を改正したときに削除してしまったと

いうことなんですけども、これ平成３０年なので、今、令和６年なので、６年間このまま

だったんですけども、その間多分、ここの子どもの医療費助成に関しては３回ぐらい、年

齢の引上げとかで改正されてるとは思うんです。で、そのときにこの条例の中身を全文に

わたって確認したことってあったんでしょうか。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  谷野課長。 

健康こども課（谷野彰俊課長） 

  議員おっしゃる改正をしている際にここに気づかずにこれまで来ているというところで

ございますので、確認が漏れていたということになります。 

委員長（前川和也議員） 

  副委員長。 

委員（二家本英生議員） 

  その辺りも先ほど河野委員もおっしゃってたんですけど、条例を変える際にはやっぱり

当然いろんなほかの法令とか府の条例とかもいろいろ確認しないといけないところはある

んですけども、やっぱりその辺はチェックのほう、１人に関わるだけではなくて、やっぱ

り複数の目からチェックしていただいて、条例って一番大事なところなので、先ほども今



23 

 

後ないようにということを話はしていましたので、これからももっとないような形できち

んとしていただきたいと思います。 

委員長（前川和也議員） 

  答弁要りますか。 

  もう答弁は結構ということでございまして、質疑はほかにありますでしょうか。 

（な  し） 

委員長（前川和也議員） 

  なきようですので、質疑を終結し、討論を行います。討論はありますでしょうか。 

（な  し） 

委員長（前川和也議員） 

  なしですね。では続きまして、討論はないということですので、採決に入ります。 

  議案第２３号につきまして、原案のとおり可決することにご異議はございませんでしょ

うか。 

（「異議なし」の声あり） 

委員長（前川和也議員） 

  よって、議案第２３号は、原案のとおり可決されました。 

 

委員長（前川和也議員） 

  続きまして、議案第２４号 忠岡町国民健康保険料条例の一部改正についてを、担当課

より説明を求めます。 

  泉課長。 

保険課（泉 亜希課長） 

  議案第２４号、忠岡町国民健康保険料条例の一部改正について、ご説明申し上げます。 

  議案書の１７ページをお願いいたします。本件は国民健康保険料条例につきまして、全

世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法

律の施行により、令和６年４月から退職者医療制度が廃止されることを踏まえた所要の改

正、及び大阪府国民健康保険運営方針に基づき令和６年４月から府内統一基準の保険料額

となるため、国民健康保険料の端数処理に関して所要の改正を行うものです。 

  なお、議会上程がこの時期になった理由でございますが、国民健康保険料の端数処理の

改正に関する上程準備を進めていましたが、この退職者医療制度の廃止に伴う厚生労働省

保険局国民健康保険課の条例参考例等に関する通知が令和６年１月３０日の発出となり、

本町３月議会の当初案件としての準備期間の確保ができなかったため、今回追加議案とし

て上程させていただいてますことをご報告申し上げます。 

  改正内容につきましてはお手元にご配布しております議案第２４号保険課資料１により

ご説明申し上げます。 
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  では、資料１、忠岡町国民健康保険料条例の一部改正についてをご覧ください。 

  条例改正の背景でございます。退職者医療制度は会社などに長く勤めていた方が、医療

の必要性が高まる退職後の医療費に係る保険者間の財政調整の仕組みとして昭和５９年に

創設された制度で、平成２０年度の医療改革により廃止されましたが、経過措置として平

成２６年度までに新たに対象となった方が６５歳に達するまでこの制度は続いていまし

た。今回、この制度の対象者が全国的にいなくなったことにより、前倒しで廃止されるこ

とになりました。 

  次に、国民健康保険料の端数処理に関しての条例改正の背景でございます。国の制度改

革に伴い国民健康保険法８２条の２に基づき大阪府国民健康保険運営方針が策定され、平

成３０年４月１日から大阪府と４３市町村国保が大阪府で１つの国保として一体となり、

共通認識のもと持続可能で安定的な国民健康保険制度を運営できるよう取り組んでまいり

ました。 

  本町におきましても平成３０年度から市町村標準保険料率を採用してまいったところで

す。このたび、この運営方針は経過措置期間を終え、令和６年度から大阪府全域全市町村

で、府内のどこに住んでいても同じ所得、同じ世帯構成であれば同じ保険料額となるよう

統一されます。大阪府の全ての市町村の保険料水準の統一により、被保険者間の受益と負

担の公平性の確保と、被保険者の負担軽減と持続可能な国保運営の実現が強化され、将来

にわたり府内格差は是正され、安定した財政運営が持続可能となります。 

  今回の一部改正は、既に統一化している保険料率、賦課限度額に加え、国民健康保険料

の端数処理に関しても所要の改正を行うべく上程させていただいたものでございます。 

  条例改正の内容及び影響でございます。退職者医療制度の廃止に関しましては、国民健

康保険料を算定する際の退職者医療制度に係る条文等の削除やそれに伴う条文の一部改正

を行います。令和元年５月以降、本町内に退職者医療制度の該当者はいませんでした。 

  次の国民健康保険料の端数処理に関しましては、国民健康保険料の賦課額の端数処理を

大阪府統一基準により１円未満切捨てとする一部改正を行います。 

  また、令和５年度の賦課までは医療分、支援分、介護分それぞれ１００円未満の端数を

切り捨てて賦課年額を算出していましたが、令和６年度より国民健康保険料の賦課年額が

１００円単位から１円単位となります。根拠法令は全世代対応型の持続可能な社会保障制

度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律、大阪府国民健康保険運営方針で

ございます。 

  条文の改正箇所につきましては、次のページの保険課資料２、忠岡町国民健康保険料条

例（案）新旧対照表のとおりでございます。後ほどご高覧ください。 

  説明は、以上のとおりでございます。 

委員長（前川和也議員） 

  説明は、以上のとおりでございました。 
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  これよりご質疑をお受けいたします。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  今のご説明で、この資料を見ていて、退職者の医療制度の廃止と、それから保険料の端

数処理、１００円単位が１円単位になるという説明でありましたけれども、この条例で、

この新年度は忠岡町、忠岡町というか大阪府下全部ですけれども、府内統一保険料になる

ということですね。まず確認です。 

保険課（泉 亜希課長） 

  はい。 

委員長（前川和也議員） 

  泉課長。 

保険課（泉 亜希課長） 

  おっしゃるとおり府内統一の保険料となります。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  それで、この説明の中ではなかったんですけども、先ほどの本会議で是枝議員からも質

問があったところで、減免制度ね。忠岡町独自の減免制度があって、それがどういうふう

になってどう変わるのかという、ちょっと説明をしていただきたいというふうに思いま

す。 

委員長（前川和也議員） 

  泉課長。 

保険課（泉 亜希課長） 

  所得減少の場合は、これまでは減免の対象期間につきましてはその年度内の申請であれ

ば賦課当初まで遡って減免を適用していましたが、令和６年度からは大阪府統一基準での

対応となるため、減免の申請のあった日の属する月以降、保険料を納付することが可能と

なるまでの間、ただし必要に応じては当該申請日の属する年度の翌年度末まで延長するこ

とができるようになるというふうに変更になります。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 
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委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  そうしましたら、町独自の減免制度は遡って、例えば対象者はね、お聞きするところ、

お給料が３０％減ったりとか４０％とか、いろいろ対象者はお給料が減るとか、あと失業

したとか会社が倒産したとか、そういった理由で減免の対象になるということなんですけ

れども、例えば１０月にそういった収入が非常に減った方が減免制度の申請をしたところ

で、今の本町の条例だとその年度、例えば４月まで遡っていただけるということなんだけ

れども、この新年度で完全に府内統一されると、この減免制度はそういった申請を出し

た、その月からしか減免が適用できないというところで、非常にね、やはりそれまで、例

えば今言いましたように１０月に申請したところで、それまでの保険料はそのままと、減

免の金額でなくて、そのまま払わないといけないということで、大変になるというふうに

思うんですね。それについてはいかがでしょうか。 

委員長（前川和也議員） 

  泉課長。 

保険課（泉 亜希課長） 

  減免の対象となったときに直ちに申請していただけるようにということで周知はしてま

いりたいというふうに考えております。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  そうしましたら、それに気づかれた方はよいけれども、後で気づいた方はもう数か月は

そのまま、高い、減免していない金額を保険料、払わないといけないということになると

いうふうに思うんですね。 

  で、この令和５年度と６年度、だんだん値上がりしてきてるわけなんですけれども、や

っぱり本町のこの減免制度ね。やはり大変な方は高い国保料ですので、この減免制度は残

しておかないといけないということで、残しておくべきだというふうに、この部分ね。減

免制度の部分ね。残すことはできるかというふうに思うんですが、いかがでしょうか。 

保険課（泉 亜希課長） 

  はい。 

委員長（前川和也議員） 

  泉課長。 

保険課（泉 亜希課長） 
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  減免の制度につきましても保険料につきましても、大阪府の統一という形で対応はさせ

ていただく予定としております。なお、保険料の対象になった、保険料を下げた分の金額

につきましてもなんですけれども、令和６年度からはこの大阪府の統一の減免をすること

で大阪府からの普通交付金の対象になるという形になりますので、財源の確保という部分

もございますので、統一の減免の制度という形で、本町、準備中でございます。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  その府の制度に合わした場合、減免を合わせた場合、府から交付金の対象となるという

ところでありますけど、それは、それで助かるのは町であって、住民の方は収入が減った

方は助からないといった制度であるというふうに思います。 

  それで、これまでも我が党は、基金がある、国保の基金があるので、引き下げにも使え

ということは言うてきましたけれども、やっぱりそういったお金をね。お金があるのでや

はり減免制度は今までのように残しておくと、そういった努力が必要ではないかというふ

うに思いますが、いかがでしょうか。 

保険課（泉 亜希課長） 

  はい。 

委員長（前川和也議員） 

  泉課長。 

保険課（泉 亜希課長） 

  減免の制度につきまして、大阪府の統一に合わす理由のもう一つの理由といたしまして

は、大阪府のほうの保険料率と事業費納付金を算定するに当たりまして、料率を算定する

ときに保険料減免費用の増という部分も含めて、このたび令和６年度より統一するという

ことで保険料率、算定されておりますので、本町が減免の基準を合わせない場合は保険料

率は上がったままで、本町の住民さんに対しての還元もないということになってしまうと

いうふうに考えております。ですので、大阪府の基準に基づいて対応してまいりたいとい

う部分になっております。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  全国的にも大阪府と奈良県だけが統一保険料ということで、全国一高い保険料となって
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きてます。なるわけですね。で、令和５年度と、今度、新年度の６年度で保険料の値上が

りというのは何％でしょうか。 

委員長（前川和也議員） 

  泉課長。 

保険課（泉 亜希課長） 

  大阪府の資料になりますが、市町村別、１人当たりの保険料、統一保険料の比較といた

しましては、府内全体の平均といたしましては伸び率２．０２％となります。 

  すみません、令和５年度の伸び率、今持っておりませんけれども、令和５年度の保険料

の収納必要額が１６万２，４１７円でございます。令和６年度の大阪府本算定現在の保険

料収納必要額といたしましては１６万５，６９８円となっております。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  保険料の値上がりね。令和６年度は２．０２％、上がり幅が少ないといってもやっぱり

高い、もともと高い保険料ですので、２．０２％上がるということで、あと令和５年度は

分かりませんか。令和５年度はちょっと、大体９．９％ぐらいだというふうに聞いており

ます。そうすると、令和５年度、令和６年度、連続値上がりですので、非常に高い保険料

になるということで、モデル世帯で、これね、予算委員会の意見でも是枝議員が言わして

いただいてますけど、４人家族で所得２００万円で、子どもが２人の４０代夫婦の４人家

族で、この統一化がされる６年前と今度のね、現在と比較したら年間約６万５，０００

円、値上がってるということであって、所得の２割がもう国保料ということで大変苦しい

というふうに思います。 

  ですので、今回、この資料では退職者医療制度の廃止と、あと保険料の端数処理に関す

ることの説明もありましたけれども、この中にはその減免制度の改悪、そして保険料統一

化ということで値上がり、ずっとして、続けましたけれども、令和６年度もさらに値上が

るということで、町独自の施策が全くないということで、この条例は大変悪いものだとい

うふうに思います。 

  で、やはり基金が７，０００万近くはありますので、やはりその基金を使って、やっぱ

り困った方の、やっぱり忠岡町は窓口で住民の方の顔も見られるわけでありますから、国

保料ね、非常に高いので大変困っていると、そういったことでいろいろと相談も受けてお

られるというふうには思います。その点でもう一遍答弁をお願いしたいというふうに思い

ます。いかがでしょうか。 

保険課（泉 亜希課長） 
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  はい。 

委員長（前川和也議員） 

  泉課長。 

保険課（泉 亜希課長） 

  基金の使用につきましては、事業費納付金に充てるというものと保健事業に充てるとい

うもの、あともう一つ、緊急の収入減のときに充てるものということになっております。

本町の条例は以上のようになっておりまして、あと大阪府の運営方針につきましても保険

料を下げるために使うことはできないということで統一となっておりますので、本町にお

きましては本町の条例と国保運営方針に基づいて今後も対応してまいる所存でございま

す。 

  以上です。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  意見としてですけど、意見というか、やはり高い国保料ですので、そこは引き下げに努

力していただきたいというふうに思います。 

委員長（前川和也議員） 

  他に、ご質疑はどうでしょうか。 

  三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

  聞きたいんですけど、今の話をお伺いしてて、申請が何月になったとしてもトータルで

減免される金額というのは変わらないんですよね。遡って４月からと、１０回に分けて減

免されてるというわけですよね。今までは。それが申請月からなんですけど、トータルで

減免される金額というのは変わらないですね。 

委員長（前川和也議員） 

  泉課長。 

保険課（泉 亜希課長） 

  申請されたとき以降が減免が適用される形になります。 

委員（三宅良矢議員） 

  すみません、委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 
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  早く申請しないと、要は、損すると言ったら言い方は悪いですけど、なっていく仕組み

になっていくということですか。分かりました。ありがとうございます。 

委員長（前川和也議員） 

  他に、ご質疑はいかがでしょうか。 

委員（二家本英生議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  副委員長。 

委員（二家本英生議員） 

  先ほどのやり取りを聞いてたんですけども、そもそも忠岡町の独自施策である減免制度

なんですけど、これは本当にあったらすごいありがたい制度やったと思います。ただ、今

回、大阪府の統一保険料に合わすということで、町独自の施策はできないと。で、それの

理由というのは、大阪府から減免した金額が交付金として下りてくるから、もう全てその

制度に合わせなきゃいけないという答弁だったと思います。 

  でも、やっぱりこれって、忠岡町にとったらやっぱりどうしても住民に負担をかけるこ

とになってしまいますので、先ほどこの減免制度、もしそのまま継続するんであれば当

然、その大阪府の保険も保険料もちょっと負担かかるので、保険料率が上がる可能性もあ

るということをおっしゃってたんですけども、やっぱり減免というのはすごい大事なとこ

ろで、どうしても一番困ってるのは、そのときに収入がなくなったりとか、そういった

方々がやっぱり保険料、でも保険を使わなくてはいけないということで、やっぱりその減

免制度があればやっぱり経済的負担もなくなりますし、そういった意味でこれ、本当にど

うしても町独自での施策というのは組めないもんでしょうか。 

保険課（泉 亜希課長） 

  はい。 

委員長（前川和也議員） 

  泉課長。 

保険課（泉 亜希課長） 

  先ほど申し上げましたように本町独自でというのは、今のところ対応する予定はないの

ですけれども、そのような、今議員おっしゃってくださったようなご意見というのはやは

り頂戴することもあると思うんです。で、そのような場合なんですけれども、大阪府のこ

の運営方針の、実際の運営に当たりましては、大阪府と代表の市町村で構成する大阪府市

町村国民健康保険広域調整会議というものがありまして、この中で財務のワーキングです

とか、あと事業のワーキングがあるんですね。その中で、いろんな事業につきましても、

これでいいのかとか、あと今後これをどういうふうに変えていくほうがいいのかとか、そ

ういう協議をする場というのはございますので、いつまでもこのやり方がずうっとそのま
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ま続くとか、そういうものではなくて、その時々で各市町村からのそういう課題などを一

旦吸い上げまして協議する場というのはございますので、今後のこの減免などですね。そ

ういう対応につきましてもそのような機会で、大阪府全体でどうしていこうかというふう

な協議はさせていただく形にはなっていきますので、そのようにご理解いただけたらと思

います。 

委員（二家本英生議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  副委員長。 

委員（二家本英生議員） 

  大阪府としても多分今回、統一保険料が今回初めてになるので、そういった声、多分各

市町村で減免制度がされているところというのは、今までの減免制度、なぜ使われへんの

かという声が恐らく出てると思います。多分担当課のほうでもそういった横のつながりで

そういう話、聞かれてると思います。 

  やっぱりそういった中で、本来であればこの制度をスタートさせる前にもうちょっと議

論、その広域の中でもワーキンググループの中でも議論していただいて、やっぱり今、こ

ういうことで困っていることになるという意見があるんであればね、本来であればこのシ

ステムをスタートする前に、やっぱりそれぞれが各市町村で大阪府に訴えていって、やっ

ぱりこの、少しでも負担が少なくなるような制度設計を大阪府にも求めていっていかない

といけないと思うんです。で、その点について忠岡町の担当課としてはどういうお考えで

しょうか。 

保険課（泉 亜希課長） 

  はい。 

委員長（前川和也議員） 

  泉課長。 

保険課（泉 亜希課長） 

  そうですね。おっしゃるように今までのやり方と、あと今後のやり方という部分につき

ましては、これからもずっと協議は続くと思います。ただ、平成３０年度から運営方針は

スタートしておりまして、本町もこの６年間につきましては町独自の減免というところで

頑張ってきたものはございますので、今回は完全統一という形になりますので、このタイ

ミングで減免などにつきましても併せて改正をさせていただくというものでございます。 

  以上です。 

委員長（前川和也議員） 

  いいですか。他に、ご質疑はいかかでしょうか。 

  三宅委員、どうぞ。 
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委員（三宅良矢議員） 

  とすると、１回目の多分賦課かけられるの、６月かな、やと思うんですけど、これって

６月のいつまでが大体リミットみたいになるんですか。いつ頃その情報を知って、あ、自

分は対象になると。で、申請はいつまでが１回目のリミットだというのは大体。 

保険課（泉 亜希課長） 

  はい。 

委員長（前川和也議員） 

  泉課長。 

保険課（泉 亜希課長） 

  一番早いタイミングでは６月に賦課しますので、６月という形になります。 

委員長（前川和也議員） 

  三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

  ６月末ということですね。分かりました。ありがとうございます。 

委員長（前川和也議員） 

  他に、いかがでしょうか。 

（な  し） 

委員長（前川和也議員） 

  なきようですので、質疑を終結いたします。 

  続きまして、討論はございますでしょうか。 

委員（二家本英生議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  反対討論ですね。副委員長、どうぞ。 

委員（二家本英生議員） 

  議案第２４号、忠岡町国民健康保険料条例の一部改正について、反対討論を行います。 

  国保都道府県統一化によって、もともと高かった国保料が来年度より統一料金となりま

す。しかし、現状を見ると、市町村別によって地域の医療格差があり、病院に行くことを

我慢している方もいらっしゃいます。それを補うのが市町村単位での取組であって、よっ

て、いまだに国保事業の主体は市町村にあります。今回の端数処理によって国保料金は１

円単位となることによって、もともと高過ぎる国保料にさらなる上乗せになり、より一層

負担となってきます。 

  その上、今回の条例改正では出ていない部分でありますが、減免制度についても今まで

町制度で遡及、遡って減免できた分が今回の改正、統一化によってなくなる、そのことも

踏まえてこの議案については反対いたします。 
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委員長（前川和也議員） 

  次に、賛成討論はありますでしょうか。 

  三宅委員。 

委員（三宅良矢議員） 

  賛成いたしますが、大きく仕組みが変わりますんで、その部分の、特に支払いリミッ

ト、申請リミットですね。そのようなところをできるだけ漏れないように、強く願いたい

と思い、賛成いたします。 

  以上です。 

委員長（前川和也議員） 

  他に、討論はありますでしょうか。 

（な  し） 

委員長（前川和也議員） 

  なきようですので、討論を終結し、採決を行います。分かれましたので、起立により採

決を行います。 

  議案第２４号について、原案のとおり可決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（起立多数） 

委員長（前川和也議員） 

  起立多数により、議案第２４号は、原案のとおり可決されました。 

 

委員長（前川和也議員） 

  続きまして、議案第２６号 令和５年度忠岡町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第３号）についてを、担当課より説明を求めます。 

保険課（泉 亜希課長） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  泉課長。 

保険課（泉 亜希課長） 

  議案書の３１ページをお願いいたします。議案第２６号、令和５年度忠岡町国民健康保

険事業勘定特別会計補正予算（第３号）について、ご説明申し上げます。 

  第１条は歳入歳出予算の補正で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの

金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正によるものでござい

ます。 

  それでは、予算に関する説明書の５ページをご覧ください。今回の補正は保険給付費等

交付金、普通交付金の精算等による収入減が見込まれるため、国民健康保険事業財政調整

基金繰入金を計上し、財源更正を行うものでございます。さきの補正においては国民健康
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保険料の収入減に対して基金繰入金、基金繰入の補正をさせていただいておりましたが、

今回、その後の令和６年２月２７日付大阪府通知により変更交付申請前の調書を作成して

いたところ、年度末までの推計を加えた最終の見込額を試算する中で保険給付費等の一部

の精算等による収入減がさらに生じることが判明しました。そのことにより保険給付費等

交付金の減額補正及び国民健康保険事業財政調整基金繰入金の計上に伴う財源更正が必要

となり、追加の議案として上程させていただくものでございます。 

  内容につきましては事項別明細書によりご説明申し上げます。 

  議案書の３４ページをお願いいたします。歳入につきまして、第４款 府支出金、第１

項 府補助金、第１目 保険給付費等交付金で１，８００万円の減額は、普通交付金でご

ざいます。 

  第６款 繰入金、第２項 基金繰入金、第１目 国民健康保険事業財政調整基金繰入金

で、補正額１，８００万円の追加は、国民健康保険事業財政調整基金繰入金でございま

す。 

  議案書の３５ページをお願いいたします。第２款 保険給付費、第１項 一般被保険者

療養諸費、第１目 一般被保険者療養給付費及び次の第４項 第１目 一般被保険者高額

療養費、さらに第５款 第２項 保健事業費、第１目 保健衛生普及費で、歳入の普通交

付金の減額及び国民健康保険事業財政調整基金繰入金の増額による歳出の財源更正でござ

います。 

  説明は、以上でございます。 

委員長（前川和也議員） 

  説明は、以上のとおりです。 

  ご質疑をお受けいたします。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  精算等の収入の減があったということなんですけど、３５ページの歳出のところで３目

ね。いろいろと、６００万、１，０００万、２００万というふうに、府支出金が減ってる

わけなんですけど、なぜこういうことになったのかという説明を、もうちょっと詳しくお

願いできますでしょうか。 

委員長（前川和也議員） 

  泉課長。 

保険課（泉 亜希課長） 

  すみません、３５ページ、こちらのほうは財源更正という形になるので、歳出のほうで
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の補正額は変わらないんですけれども、まず高額療養費につきましては医療費が高額にな

ったときに限度額を超えた分を高額療養費で支給させていただくものなんですけれども、

こちらは受診した月からお返しまでには早くとも半年ぐらいお時間いただくこともござい

ます。 

  併せて、保険者として、重度障害者医療等医療、ひとり親家庭医療、子ども医療の各福

祉医療に対しまして、各福祉医療がそれぞれの負担すべき制度上の限度額を超えて被保険

者に返還した給付費の精算も行っております。で、この精算が翌年度の処理となり、例年

は国保会計の歳入全体の中で溶け込み対応しておりましたが、今回は収入減によりカバー

できない状況となっております。 

  あともう１点、大きなものとしましては第三者求償というのがございます。こちらは、

市町村が被保険者に対して直接支払った療養費等の普通交付金として、大阪府に対して請

求することができるんですけれども、この第三者求償返還金はそれとは反対に、交通事故

などの事故の加害者ですね。保険会社とかが多いんですけれども、そちらの側に損害賠償

として被保険者の治療費を負担していただくことになるんですけれども、それで一旦、忠

岡町国民健康保険が治療費を支払っていた場合は、その費用は忠岡町に返ってくることに

なりますので、忠岡町から大阪府に返すことになります。で、この費用の返ってくるタイ

ミングが、事故の過失割合などが確定した時期によりますので、今回の場合はこれを令和

５年度に精算することになったというものになっております。 

  以上です。主なものは以上です。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  主なものの説明を頂きました。いろいろと限度額を超えたもので、半年後に計算される

とか翌年度に計算されるとか、そういった理由がいろいろとあって、今回この交付金、

１，８００万円を基金から入れて、府にお返しするという形になるんですかね。ですか。

じゃない。 

保険課（泉 亜希課長） 

  そうですね。そのような形、その精算という形に。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 
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  府の精算ということですね。そしたら今、交通事故のことも、第三求償というんですか

ね。返還金の、ちょっと聞き慣れない名前なんですけど、交通事故なんかは保険も利きま

せんので、かなり治療費がかかると思うんですけれども、一旦、治療費が保険会社から町

のほうに入ってきて、この今度入ってきた場合、府にお返しするというところの説明であ

ったというふうに思うんですけども、今回その値も、それも大きかったんですかね。金額

的にどうでしょうか。 

委員長（前川和也議員） 

  泉課長。 

保険課（泉 亜希課長） 

  そうですね。その被保険者の方の事故の具合にもよりますので、本町として見込むとい

うのはなかなか難しいものになります。あとは事故の過失割合が決まるまでに、なかなか

年単位でお時間がかかる場合もケースとしてはございますので、その分一旦、忠岡町国保

として保険、健康保険証を使ってかかってた医療費というのが、精算というのが１年以上

たってから精算という場合もございます。今回のちょっと件数とか、かなり少ないので、

詳細な事情というのはちょっと申し上げにくいんですけれども、住民さんの事故による精

算が遅くなったという、そのような形にはなっております。 

委員（河野隆子議員） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  河野委員。 

委員（河野隆子議員） 

  そうしましたら、今回のこの補正予算は府が計算間違いしたということではないという

ことですね。 

保険課（泉 亜希課長） 

  はい。 

委員長（前川和也議員） 

  泉課長。 

保険課（泉 亜希課長） 

  そうです。府の計算間違いではなくて、事後の精算が多かったというものになります。 

委員長（前川和也議員） 

  他に、ご質疑はありますでしょうか。 

（な  し） 

委員長（前川和也議員） 

  なきようですので、質疑を終結し、討論に入ります。討論はありますか。 

（な  し） 
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委員長（前川和也議員） 

  討論はありませんので、これより採決を行います。 

  議案第２６号 令和５年度忠岡町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）に

ついて、原案のとおり可決することにご異議はございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

委員長（前川和也議員） 

  異議なしと認め、議案第２６号は可決されました。 

 

委員長（前川和也議員） 

  以上で、本委員会に付託を受けました議案４件について議了いたしました。 

  本日の審議経過並びに結果については、後に行われる本会議におきまして委員長報告を

行いますので、皆様方、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

委員長（前川和也議員） 

  閉会に当たりまして、町長よりご挨拶を頂きます。 

町長（杉原健士町長） 

  委員長。 

委員長（前川和也議員） 

  町長。 

町長（杉原健士町長） 

  慎重にご審議いただきまして誠にありがとうございました。続いてまた本会議があるわ

けでございますけれども、どうか皆様方におかれましては、ご賛同、ご可決に関しまして

はよろしくご協力のほどをお願いいたしまして、閉会のご挨拶とさせていただきます。 

  本日は誠にありがとうございました。 

委員長（前川和也議員） 

 ありがとうございました。 

 以上で福祉文教常任委員会を閉会といたします。 

 お疲れさまでした。 

（「午後２時４０分」閉会） 
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以上、会議の顚末を記載し、これに相違ないことを証するため、ここに署名いたします。 

 

 令和６年３月２２日 

 

                   福祉文教常任委員会委員長  前 川 和 也 

 

 

                   福祉文教常任委員会委員   河 野 隆 子 

 

 


